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会社で使う、仕事に使う
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

社内ネットワークはこんなに楽しい

ビジネス利用の基礎知識を得る2冊

加納ラサ＋熱帯プロダクション著
翔泳社発行
207頁　1200円

ISBN：44-88135-241-5

『その話は
メールでしてくれ！』

コンピュータ業界に働く人

は、いまだに世間一般の会社

で働く人から、根が暗そうだ

とか、人付き合いが下手みた

いとか、自分たちが思ってい

る以上に奇異の眼差しが投げ

かけられているようだ。実際

はどうなのか、客観的に見て

みたいと思ったことがある。こ

の本では、UNIXとTeXを使

っているある会社に入った著

者が、そこで働く人とLANを

使ったコミュニケーションに初

めて接触したときの体験をつ

づっている。職場の半径5メ

ートル以内にいそうな人々が

出てきて、電子メール、BBS、

talk、writeといった電子化さ

れた手段でコミュニケーション

をとっている。コンピュータ業

界に働く筆者からすると日常

の風景でしかないこの会社が、

初めてこの業界に飛び込んで

きた著者からすると驚愕の空

間であったらしい。ビジネス本

には書かれない実物大の会社

の風景が、新入社員の新鮮な

視点で描かれている。この業

界に勤めようとする学生は、

初出社する前に目を通してお

きたい。実は、もう1つこの本

の読み方がある。業界になじ

んでしまうとそこでのふるまい

が普通に思えてしまうが、業

界の外からは、少し異様に見

えていたというわけで、逆手

に取れば、非コンピュータ業

界の彼氏・彼女と付き合うと

きのチェックブックにもなる。

普段は口下手で電子メールの

書き込みになると饒舌になる

という人は要注意。なんか変

と言われないように、

デートの前に

読んでお

こう。

『仕事に活かす
インターネット』

『インターネットビジネス』

インターネットブームで個人

向けの入門書は増えているが、

会社として新規にインターネ

ットに参入しようとするときの

入門書は少ない。この種の本

でありがちなのが、イエローペ

ージのようなインターネット上

のデータベースや情報リソース

の所在を解説するだけなのだ

が、『仕事に活かすインターネ

ット』は仕事でインターネッ

トに参入するメリットの解説

からはじまり、インターネット

を商用的に利用する方法、使

われるツールの解説、商用利

用した例や参考になるリソー

ス の 掲 載 も あ る 。

AUP(Acceptable Use Policy)

の遵守、情報を提供すること

の必要性、ダイレクトメール

など情報の一方的配信の禁止

といった、企業が商用に使う

場合に守るべき重要な項目を

ていねいに説明しており、イ

ンターネット参加を考えるとき

の参考になる。しかし、この

本では企業自らがサーバーを

構築するところまではふれてお

らず、インターネットプロバイ

ダーに情報の発信を委託す

るような方向で内

容は展開し

て い く 。

インターネットへの接続を説明

する部分は、日本国内の事情

に合わせて書かれているが、

商用利用に役立つリソース

（情報を発信してくれるプロバ

イダー）が紹介される重要な

ページにさしかかると、訳本

の悲しさか、米国内だけに留

まり、日本のリソースは掲載

されていない。

もう1冊の『インターネッ

トビジネス』では、国内の情

報発信を行ってくれるプロバ

イダーについての記述が見られ

る。この本も、インターネッ

トで商用利用を開始する

手引き書になって

いるが、情報の発信から、さ

らには電子商取引（エレクト

ロニック・コマース）の可能性

が書かれている。機密性の高

い情報を送る場合のセキュリ

ティ問題や、インターネット

上での決済、電子的な貨幣を

使った実験プロジェクトを紹

介し、インターネットの商用

利用の最新動向を解説してい

る。今後の問題点を把握する

うえでは、こちらの本のほうが

良い。

2冊は内容的に重複する点

もあるが、補完している点も

多く、合わせて読めば、イン

ターネットをビジネスに活用し

はじめる際の資料作成に役立

ちそうだ。
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『ハッカーは笑う』

犯罪を犯した3人のハッカ

ーを追ったノンフィクション。

実際の人物を追っているにも

かかわらず、サイバーパンク

SFでも読んでいるように感じ

て し ま う 本 で 、原 題

「CYBERPUNK Outlaws and

Hackers on the Computer

Frontier」どおりの内容。イン

ターネットで行われる犯罪と、

それを企むクラッカー(犯罪行

為を犯すハッカーを区別して

こう呼ぶ)、彼らはなぜ犯罪を

犯していくのかをジャーナリス

トの2人は入念に記している。

そこにはハッカーのサブカルチ

ャーを垣間みることができ、

ハッカーが探求心と犯罪の間

の一線を越える経過を読むこ

とができる。インターネットで

「IP騙しテクニック」を使って

不当なログインをして大量の

クレジットカードのIDを盗ん

だケビン・ミトニック、スパイ

活動をしてしまうドイツのペン

ゴ、インターネット・ワームを

解き放ったロバート・モリス

は、結局法によって裁かれる

わけだが、先の『ネットワー

ク社会のセキュリティ』に書

かれる日本の現状とは、まっ

たく異なる点に目を見張ると

ころがある。エピローグに書か

れたケビン・ミトニック逮捕の

協力者、下村氏がこの事件に

関わった件を読むと、犯罪捜

査がこのように行われるのかと

感心させられる。ハッカーの

実像を正しくとらえた著者の

センスに敬服する。しかし、

ハッキングの部分は用語が難

しくなるので、この本を楽し

めるのはハッカー予備軍程度

の知識が必要だ。

『インターネットネットスケープ
クイックガイドfor Macintosh』

Netscape NavigatorをFTP

サーバーから持ってきて、マニ

ュアルも見ないまま使い始めて

いないだろうか。最近のGUI

のアプリケーションソフトを使

う人は、その傾向が強く、

Mac i n t o s h のユーザーも

Windowsのユーザーも、マニ

ュアルなしに使い始める。必

要な機能を探すときになって、

初めてマニュアルを読み始める

わけだが、マニュアルが英語

では頭が痛くなる人もいること

だろう。この本は、Netscape

Navigator 1.1Nの機能を日本

語で解説してくれるありがたい

本である。日本語を表示させ

るときの設定や、Netscape

NavigatorをFTPサーバーか

ら持ってくる手順から書かれ

ているので、 これから

Netscape Navigatorを使いは

じめる人も安心して読める。

機能の説明は表示されるメニ

ューの項目が中心で、「この項

目では何が設定できるのか」

という疑問が生じたときに適

切に説明を見つけることがで

きる。マニュアル代わりに使

うには便利な

構成になっている。ほ

かには、おもしろいリソース、

有益なリソースの情報を紹介

する章、HTMLをエディタで

書きながらホームページを作成

する章がある。しかし、ホー

ムページの作成は、GIFファ

イルをインターネット上の他の

ホームページから拝借するとい

う番外編的な操作で締めくく

られており、実際にHTMLを

書くには別の入門書が必要だ。

『ネットワーク社会の
セキュリティ』

インターネットといえども現

実世界に存在する。そこで行

われる通信でも法律に触れる

ことが起こっている。技術者

としてインターネットを使って

いると、ついつい忘れがちであ

るこのことを改めて思い出させ

てくれる本である。弁護士で

ある著者が、パソコン通信で

の電子メール暴露事件や名誉

毀損問題を例にあげて、事件

の法律的な解釈や問題を説明

している。

電子メール暴露事件は、あ

るBBSが悪意を持ったハッカ

ーの温床となり、そこで公開

された他人のIDを使ってニフ

ティサーブに性的に挑発する

内容の文書を掲示し、その返

信を出した利用者の電子メー

ルの内容を公開した事件

だ。その事件のキー

となるID

盗用を犯罪として処罰するよ

い方法がないという記述には

背筋がゾッとした。名誉毀損

問題にしてもそうだ。ニュー

スグループでもたまに過激な暴

言を見かけることがある。そ

ういえば、キーボードを前にす

るとおとなしい性格から一変

して攻撃的になる友人がいて、

ネットワークの至る所に敵を作

っていたようだ。そんな性格

ならば、名誉毀損問題も他人

事ではないはず、人ごとなが

ら寒気がする。前半は、我々

がネットワークの中で過ごす間

に知らず知らずにトラブルを起

こしたり、トラブルに巻き込

まれたりする可能性を示して

いるが、後半では電子取引や

マルチメディア化などのネット

ワーク技術によって起こりうる

トラブルについて警鐘をならし

ている。よく言われる、法律

が技術に追いついていないとい

う現状を、弁護士の側から説

明されると、個人の危機管

理の大切さを思い知ら

される。
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ネットスケープの初心者用マニュアル

ネットワーク犯罪の
ノンフィクション
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